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卒会した会員の法人と現会員同士で視察や研修に使えるプラットフォーム 

多様な事業や取組を行い、様々な特徴をもった卒会者とその所属する法人と、現会員の 

法人・施設を都道府県ごとに閲覧できるようなサイト（ページ）を構築したい。 

 

プロジェクトの概要について 

 

新たな会員限定プラットフォームの構築について 
全国社会福祉法人経営青年会 

「タテとヨコのつながり構築プロジェクト（仮）」 

＊タテ＝卒会した会員、未来の会員 ＊ヨコ＝現会員 

卒会された方、現会員、未来の会員をつなげる 

視察研修・講師依頼プラットフォームを構築させていただきたい 

 

背景・動機 

SNS や YouTube などにより、情報を発信したり受け取ったりすることが容易になり、 

情報の非対称性はもはやなく、人とつながることや個々人が影響力をもつことも簡単に 

なりつつある 

▼ 

「全国青年会でなければできないこと」「全国青年会だからこそできること」に 

フォーカスした活動をしていかなければならない 

そこで、以下の全国青年会固有の価値を具現化したい 

 

 

 

 

 

これまでの歴史、蓄積、つながりを可視化、具現化させる。 

50 歳での卒会と同時に、それまでの関係性が途切れることが非常にもったいない。 

⇒卒会され現役で活躍されている先輩・先達の方と、現会員、そして未来の会員をつなげて

いきたい。 

また全国経営協という親会組織があり、その会員法人があり、その方たちの事業展開、取組、

知見等から学ぶことができる 

⇒これはこれまでの歴史・蓄積のある青年会にしかできない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハブとしての機能 

福祉に携わる様々な 

専門職、役職の人材が 

集まる 

信用力 

先人が築き上げてきた 

信用、つながり 

人材の蓄積 

現在の福祉業界を背負う 

方々を輩出してきた 

人材の蓄積 

学びの機会の提供 

会員のつながりの中で 

各法人の事業展開や 

法人経営の一助となる 

視察可能な施設や講演依頼が

可能な方たちを可視化 

法人の事業展開 

法人での職員研修 

都道府県青年会の活動 

等に活用 
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本プロジェクトに係る経費・予算については全国青年会にて負担させていただきます。 

（総会での承認が必要） 

 

予算・費用について 

 

令和 5年度中に総務DX推進委員会にて、項目などを検討し本サイトを構築する。 

令和 5年度～令和 6年度にかけて、卒会された方や現会員の所属する経営協会員法人に 

向けた周知・登録のお願いを行う。 

 

スケジュールについて 

 

・全国経営協の会員法人一覧ページを活用させていただきたい 

・主に卒会した会員の所属する法人のサイトへの登録の協力をお願いしたい 
 

全国経営協へのお願い事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国経営協HPの会員一覧ページを活用させていただきたい。 

会員一覧ページに追加で下記のような項目を追加させていただき、 

これらが一覧となって閲覧できるようにする。 

閲覧については、全国青年会会員のみ可能とする。 

 

追加項目（例） 

・法人、会員の特徴的な分野について 

・視察可能か、テーマに基づいた講演等が可能か 

・連絡先、連絡方法担当者名 

⇒これらの項目については、来期委員会にて要検討 

 

具体的な方法について 

 


